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は
じ
め
に

観
世
寺
は
京
都
市
西
方
の
上
桂
に
所
在
し
、
鎌
倉
時
代
に
九
条

家
出
身
の
僧
・
慶
政
（
文
治
五
年
【
一
一
八
九
】
〜
文
永
五
年

【
一
二
六
八
】。
九
条
道
家
の
兄
と
さ
れ
る（

1
））

に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
た
法
華
山
寺
の
後
身
と
さ
れ
る
。
今
回
報
告
す
る
観
音
菩
薩
立

像
【
図
1
】
は
現
在
、
観
世
寺
本
堂
の
脇
壇
に
安
置
さ
れ
、
洛
西

観
音
霊
場
の
二
十
七
番
札
所
本
尊
と
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
こ
の
作
例
の
基
礎
的
な
資
料
調
査
報
告
を
行
い
、
あ

わ
せ
て
そ
の
作
風
・
図
像
的
特
色
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
作
家
の

想
定
、
ひ
い
て
は
鎌
倉
時
代
彫
刻
の
優
品
で
あ
り
新
出
作
例
と
し

て
彫
刻
史
上
の
位
置
づ
け
を
試
み
、
今
後
の
研
究
に
資
す
る
情
報

を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一　

観
音
菩
薩
立
像
の
基
礎
的
情
報
【
図
1
・
2
・
3
】

【
法　

量
】（
単
位
：
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

像
高
一
六
五
・
〇

髪
際
高
一
三
八
・
〇　

白
毫
高
一
三
六
・
五　

総
高
（
台
座
含

む
）
二
二
八
・
〇

面
長
一
七
・
七　

面
幅
一
五
・
五　

肩
張
（
肩
先
ま
で
）

三
七
・
七

肩
張
（
矧
ぎ
目
ま
で
）
二
五
・
九　

肘
張
三
一
・
五　

腰
張

三
一
・
五

京
都
・
観
世
寺
木
造
観
音
菩
薩
立
像
に
つ
い
て

近　
　

藤　
　
　
　
　

謙

（
特
別
寄
稿
論
文
）

西
山
学
苑
研
究
紀
要
第
12
号



－44－

図 1

図 2

 図 3



－45－

裾
張
四
〇
・
一　

足
先
開
外
二
五
・
六　

足
先
開
内
一
一
・
八

面
奥
二
一
・
六　

腹
奥
二
七
・
八　

腰
奥
二
七
・
二　

裾
奥

三
五
・
九
（
足
先
よ
り
）

【
形　

式
】

髻
【
図
4
】
は
高
く
結
い
上
げ
て
先
端
を
く
く
り
、
数
条
に
分

け
て
い
る
。
左
右
に
梳
き
分
け
ら
れ
た
髪
は
額
の
中
心
上
方
で
わ

ず
か
に
切
れ
上
が
る
。
側
頭
部
で
髪
は
両
耳
の
上
部
を
覆
う
【
図

5
】。
両
肩
に
覆
肩
衣
を
ま
と
い
、
そ
の
下
に
左
肩
か
ら
右
腰
方

向
へ
釣
鈎
式
の
条
帛
を
か
け
る
。
こ
れ
は
腹
部
全
体
を
覆
う
【
図

12
】。
右
腕
部
は
前
膊
部
を
肘
か
ら
上
方
へ
曲
げ
、
掌
を
前
方
へ

向
け
て
第
一
指
と
第
四
指
を
捻
じ
、
他
の
指
は
伸
ば
す
【
図
7
】。

左
腕
部
は
前
膊
部
を
肘
か
ら
や
や
前
方
へ
下
げ
、
手
の
甲
を
前
へ

向
け
て
第
三
・
第
四
指
を
捻
じ
て
第
一
指
に
つ
け
る
。
他
の
指
は

伸
ば
す
【
図
8
】。
こ
の
両
腕
の
構
え
は
、
か
つ
て
茎
の
長
い
蓮

華
と
お
ぼ
し
き
持
物
を
、
左
右
の
腕
で
執
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
右
手
に
花
弁
が
開
き
、
左
手
側
に
茎
の
末
端
が
伸
び

て
い
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

ま
た
現
状
で
左
右
の
肘
か
ら
後
補
の
天
衣
を
垂
下
さ
せ
る
。
下

半
身
に
は
裳
を
つ
け
、
そ
の
上
に
腰
布
を
巻
き
、
帯
で
締
め
る
。

帯
の
下
に
は
裳
の
折
り
返
し
部
が
表
れ
る
。
腰
布
と
裳
は
体
部
前

方
、
両
脚
の
間
で
左
を
上
に
し
て
打
ち
合
わ
せ
る
。
腰
布
は
右
脚

部
に
下
に
向
い
た
太
い
Ｕ
字
形
の
衣
文
を
同
心
円
状
に
二
段
表

し
、
両
脚
間
に
も
一
段
表
す
。
左
脚
部
に
は
同
じ
く
Ｕ
字
形
の
衣

文
を
同
心
円
状
に
三
段
に
表
す
【
図
6
】。

裳
は
左
右
の
脚
部
に
そ
れ
ぞ
れ
Ｕ
字
形
の
衣
文
を
同
心
円
状
に

三
段
に
表
す
が
、
左
右
対
称
で
は
な
く
、
右
足
部
の
Ｕ
字
形
衣
文

を
わ
ず
か
に
上
に
配
す
る
。裳
は
膝
下
付
近
の
側
面
で
く
く
ら
れ
、

そ
の
裾
は
蓮
台
上
面
に
接
す
る
。
左
足
は
足
首
ま
で
裳
裾
が
か
か

る
が
、右
足
先
は
裾
が
ま
く
れ
て
わ
ず
か
に
足
首
を
覗
か
せ
る【
図

9
】。
右
足
を
わ
ず
か
に
前
方
へ
出
し
、
後
補
の
蓮
台
上
に
立
つ
。

こ
の
他
、
現
状
で
は
い
ず
れ
も
後
補
さ
れ
た
金
銅
製
の
宝
冠
・

胸
飾
・
腕
釧
を
つ
け
、
右
手
に
や
は
り
後
補
の
蓮
華
を
執
る
。

【
構　

造
】

寄
木
造　

玉
眼　

白
毫
は
水
晶
（
後
補
）
を
嵌
入
す
る
。

用
材
は
檜
と
考
え
ら
れ
る
。
頭
体
幹
部
は
一
材
よ
り
彫
り
出
す

か
。
頭
部
は
三
道
下
で
体
部
よ
り
割
り
放
つ
。
ま
た
頭
部
は
耳
の
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後
方
で
前
後
に
割
り
放
ち
、
各
々
内
刳
り
を
行
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
背
面
は
首
の
後
方
で
背
板
風
に
割
り
矧
い
で
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
体
部
と
は
別
材
を
寄
せ
る
両
肩
先
は
、
肘
の
少
し
先

ま
で
を
一
材
と
す
る
。
左
右
の
腕
部
は
前

部
半
ば
よ
り
先
に
別

材
を
寄
せ
、
さ
ら
に
両
手
先
も
別
材
と
す
る
。
裾
の
張
り
出
し
部

は
別
材
を
寄
せ
る
。
体
幹
部
前
面
材
は
内
刳
り
を
行
う
。
髻
は
別

材
。
左
右
の
耳
上
方
に
か
か
る
髪
は
別
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。
髻
と

地
髪
部
は
毛
筋
を
彫
り
出
す
。
そ
の
他
、
髪
と
衣
部
各
所
に
小
材

を
寄
せ
る
。
上
唇
は
縁
取
り
を
彫
り
だ
す
。

足
ホ
ゾ
は
体
部
前
面
と
一
材
か
。
両
足
先
と
も
足
ホ
ゾ
よ
り
前

方
に
二
材
を
剝
ぎ
足
す
。
像
底
は
刳
り
上
げ
、
底
面
は
平
滑
に
仕

上
げ
る
。

耳
孔
と
鼻
孔
は
頭
部
内
へ
貫
通
し
て
い
る
。耳
朶
は
貫
通
す
る
。

【
保
存
状
態
】

表
面
は
漆
箔
仕
上
（
体
部
・
衣
部
と
も
）
と
す
る
が
、
面
部
お

よ
び
体
部
の
前
面
は
、
現
状
、
広
範
に
漆
下
地
が
あ
ら
わ
れ
、
さ

ら
に
経
年
変
化
・
煤
そ
の
他
に
よ
っ
て
古
色
を
呈
し
て
い
る
。
後

頭
部
材
と
背
面
材
は
矧
ぎ
目
に
ゆ
る
み
が
認
め
ら
れ
る
【
図
5
】。

現
状
、左
眼
の
目
じ
り
と
目
頭
に
わ
ず
か
な
空

が
認
め
ら
れ
、

頭
部
内
で
若
干
玉
眼
が
ず
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
鼻
筋

よ
り
や
や
左
側
に
髪
際
高
か
ら
左
目
頭
の
下
部
に
及
ぶ
、
な
ら
び

に
鼻
筋
半
ば
よ
り
右
鼻
先
へ
と
つ
づ
く
二
条
の
ヒ
ビ
が
認
め
ら
れ

る
。
右
下
目
蓋
に
も
ヒ
ビ
が
認
め
ら
れ
る
【
図
10
】。

三
道
下
の
首
の
割
り
放
ち
部
に
木
屎
漆
を
盛
り
上
げ
て
矧
ぎ
目

を
目
だ
た
な
く
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
補
の
処
置
と
考
え
ら
れ

る
。左

手
は
全
指
と
も
当
初
の
姿
を
と
ど
め
る
。
右
手
先
は
第
四
・

第
五
指
を
後
補
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
第
一
か
ら
第
三
指
ま
で
は

当
初
部
で
あ
る
。左
右
の
耳
朶
は
造
像
当
初
の
姿
を
保
っ
て
い
る
。

両
肩
よ
り
垂
下
す
る
天
衣
・
台
座
・
光
背
・
金
銅
製
の
宝
冠
と

胸
飾
・
両
手
首
の
腕
釧
は
い
ず
れ
も
後
補
。
持
物
の
蓮
華
も
近
世

の
後
補
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
状
で
墨
書
銘
等
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

【
制
作
年
代
】

鎌
倉
時
代
（
一
三
世
紀
）

【
備　

考
】
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本
作
は
現
状
で
独
尊
と
し
て
伝
わ
る
が
、
本
来
は
脇
尊
と
し
て

造
像
さ
れ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

二　

作
風
の
特
色

こ
の
菩
薩
像
は
面
部
【
図
2
】
の
表
現
に
顕
著
な
特
色
が
認
め

ら
れ
る
。
両
頬
部
が
豊
か
で
わ
ず
か
に
前
方
へ
膨
ら
ん
で
い
る
こ

と
と
合
わ
せ
、顎
の
や
や
張
っ
た
ふ
く
よ
か
輪
郭
と
な
っ
て
い
る
。

上
目
蓋
の
盛
り
上
が
り
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。
鼻
梁
は
短
く
、

左
右
の
鼻
翼
は
や
や
大
き
い
。
こ
の
た
め
正
面
観
で
は
鼻
先
が
や

や
低
平
な
印
象
を
受
け
る
。
上
唇
は
大
き
め
で
左
右
の
端
が
心
持

ち
吊
り
上
が
る
。
こ
れ
に
対
し
下
唇
は
上
唇
よ
り
小
さ
く
、
ほ
ぼ

水
平
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
両
目
輪
郭
の
描
く
強
め
の
カ
ー
ブ
と
鼻

梁
の
短
さ
に
よ
っ
て
、顔
立
ち
は
や
や
強
い
様
相
を
帯
び
て
い
る
。

面
部
の
輪
郭
、
両
目
の
形
状
な
ど
、
目
鼻
立
ち
の
構
成
要
素
は

仏
師
・
快
慶
の
作
品
に
近
い
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
細
部

ま
で
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
こ
ま
や
か
に
仕
上
げ
る
こ
と
に
留
意
し

て
い
る
快
慶
作
品
と
比
較
す
る
と
、
作
家
の
技
量
や
個
人
的
様
式

に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
表
現
の
質
的
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
特
色
が
際
立
つ
点
は
、
両
目
と
両
脚
部
の
衣
文
の
処
理
で

あ
る
。
目
頭
は
左
右
対
称
の
高
さ
で
は
な
く
、
左
が
や
や
下
に
ず

れ
て
い
る
。
目
尻
は
快
慶
作
例
よ
り
吊
り
上
が
り
、
殊
に
左
目
で

顕
著
で
あ
る
。
ま
た
両
目
の
輪
郭
は
、
快
慶
作
品
よ
り
も
全
体
に

や
や
強
い
角
度
で
上
向
き
の
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
。こ
の
点
は
、

両
頬
か
ら
顎
に
か
け
て
の
盛
り
上
が
り
と
あ
わ
せ
、
本
作
の
顔
立

ち
に
力
強
い
と
も
言
え
る
印
象
を
形
作
っ
て
い
る
。

両
脚
部
の
間
に
垂
下
す
る
裳
と
腰
布
の
折
り
返
し
部
は
、
丁
寧

に
た
た
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
多
い
快
慶
作
例
と
比
較
し
て
、
左
右

に
大
き
く
乱
れ
て
い
る
。

ま
た
太
い
Ｕ
字
形
の
衣
文
が
目
立
つ
こ
と
も
、
快
慶
作
品
で
は

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

肩
幅
は
広
く
、
撫
で
肩
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
胸
部
は
比
較
的

厚
め
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
ウ
ェ
ス
ト
と
腰
は
軽
度
に
く
び
れ

る
。
両
手
の
指
先
は
後
補
部
を
除
き
、
爪
が
長
く
伸
び
て
い
る
。

両
腕
は
し
っ
か
り
と
し
た
太
さ
を
保
ち
、
体
部
の
奥
行
は
正
面
観

に
比
例
し
て
適
度
に
深
く
重
み
を
備
え
て
い
る
。

本
作
の
作
風
面
に
認
め
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
特
色
は
、
顔
立
ち
の

基
本
的
要
素
に
認
め
ら
れ
る
快
慶
と
近
似
す
る
特
徴
を
除
く
と
、
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む
し
ろ
そ
れ
と
は
異
な
る
性
質
を
示
し
て
お
り
、
快
慶
の
弟
子
・

行
快
の
作
品
が
備
え
て
い
る
様
式
に
近
い
。

行
快
の
事
績
と
作
風

行
快
は
快
慶
一
派
を
代
表
す
る
弟
子
と
し
て
師
を
補
佐
し
て
い

た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
仏
師
で
あ
る（

2
）。

奈
良
・
長
谷
寺
の
鎌
倉

期
再
興
な
ど
快
慶
一
派
に
と
っ
て
重
要
な
事
績
に
参
加
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
殊
に
快
慶
が
造
像
に
関
与
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

最
後
の
作
例
で
あ
る
、
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
銘
の
納
入
文
書

を
有
す
る
京
都
・
極
楽
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
に
お
い
て
は
、「
現

在
過
去
帳
」
の
紙
背
に
「（

ア
ン
）阿
弥
陀
仏
／
法
橋
行
快
造
之
」
と
記

し
て
お
り
、
こ
の
作
品
の
最
終
的
な
仕
上
げ
を
手
掛
け
た
可
能
性

が
強
い
。
ま
た
銘
に
見
え
る
様
に
、
こ
の
時
点
で
行
快
の
僧
綱
位

は
「
法
橋
」
で
あ
っ
た
。

快
慶
は
こ
の
作
品
の
造
像
中
に
「
法
眼
」
位
で
死
去
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
以
降
の
造
立
と
考
え
ら
れ

る
京
都
・
大
報
恩
寺
本
尊
釈
迦
如
来
坐
像
で
は
、行
快
は
「
法
眼
」

を
称
し
て
お
り
、師
の
没
後
に
工
房
を
継
承
し
た
可
能
性
が
高
い
。

な
お
、
大
報
恩
寺
に
は
本
尊
の
脇
侍
と
し
て
十
大
弟
子
像
が
存
在

す
る
が
、こ
れ
ら
の
銘
か
ら
は
快
慶
・
行
快
ら
の
名
が
確
認
さ
れ
、

同
寺
の
造
像
は
快
慶
一
派
の
仏
師
た
ち
が
師
の
在
世
中
か
ら
担
当

し
、
師
の
没
後
は
お
そ
ら
く
行
快
が
中
心
と
な
っ
て
こ
れ
を
継
続

し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
状
で
は
行
快
の
知
ら
れ
る

最
後
の
事
績
は
京
都
・
蓮
華
王
院
に
お
け
る
鎌
倉
再
興
造
像
へ
の

参
加
で
、
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
以
前
ま
で
と
な
っ
て
い
る（

3
）。

近
年
で
は
大
阪
・
金
剛
寺
の
不
動
明
王
坐
像
か
ら
「
大
仏
師
法

眼
行
快
」
銘
が
検
出
さ
れ
、
一
具
の
作
と
考
え
ら
れ
る
降
三
世
明

王
坐
像
も
彼
が
大
仏
師
と
な
っ
て
造
像
さ
れ
た
可
能
性
が
想
定
さ

れ
る
。
ま
た
法
然
晩
年
の
弟
子
で
あ
る
勢
観
房
源
智
が
、
師
の
一

周
忌
追
善
の
た
め
建
暦
二
年（
一
二
一
二
）に
発
願
し
た
浄
土
宗
・

阿
弥
陀
如
来
立
像
（
滋
賀
・
玉
桂
寺
旧
蔵
【
図
13
】）
は
、
そ
の

作
風
の
検
討
か
ら
作
家
を
行
快
と
す
る
見
解
が
存
在
す
る（

4
）。

行
快
は
、
快
慶
の
在
世
中
に
は
師
の
作
風
に
な
ら
っ
た
形
式
的

に
整
っ
た
様
式
を
見
せ
て
い
る
が
、
眼
が
吊
り
上
が
る
こ
と
、
左

右
の
目
頭
・
目
じ
り
な
ど
の
高
さ
が
異
な
っ
て
や
や
バ
ラ
ン
ス
を

欠
く
こ
と
、
鼻
梁
が
短
い
こ
と
、
頬
か
ら
顎
に
か
け
て
ふ
く
よ
か

な
張
を
見
せ
る
こ
と
、
衣
文
の
彫
り
が
や
や
硬
い
こ
と
な
ど
、
細

部
に
お
い
て
は
彼
個
人
の
持
ち
味
が
表
出
し
て
お
り
、
快
慶
と
は

姦
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目
指
す
様
式
の
方
向
性
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
。
そ
し
て
快
慶
没
後
の
大
報
恩
寺
や
滋
賀
・
菅
浦
の
阿
弥
陀
寺

（
文
暦
二
年
【
一
二
三
五
】）
で
は
、
眼
の
吊
り
上
が
り
が
よ
り
顕

著
と
な
り
、
頬
が
広
く
な
り
、
ふ
く
ら
み
が
さ
ら
に
増
す
、
地
髪

の
左
右
が
盛
り
上
が
る
、
肩
幅
が
広
が
り
体
部
の
量
感
も
増
え
る

な
ど
、
快
慶
風
を
基
本
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
行
快
独
自
の
作
風
が

一
層
顕
著
に
展
開
し
て
い
る
。彼
は
快
慶
工
房
の
継
承
者
で
あ
り
、

鎌
倉
時
代
彫
刻
の
二
世
代
目
を
担
っ
た
一
人
と
し
て
、
そ
の
実
像

が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
仏
師
で
あ
る
。

こ
こ
で
述
べ
た
行
快
の
作
風
の
何
点
か
は
本
稿
で
取
り
上
げ
て

い
る
観
世
寺
観
音
菩
薩
立
像
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
こ
か

ら
本
作
は
現
状
で
作
家
名
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
行
快
な
い

し
彼
に
近
い
作
家
の
作
例
で
あ
る
可
能
性
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

快
慶
・
行
快
作
例
に
見
ら
れ
る
特
色

近
年
、
水
野
敬
三
郎
氏
の
研
究
を
発
展
さ
せ
る
形
で
快
慶
な
ら

び
に
行
快
作
例
の
特
徴
を
耳
殻
の
形
式
か
ら
分
析
さ
れ
た
寺
島
典

人
氏
の
業
績
を
参
考（

5
）と

す
る
と
、
耳
殻
の
上
脚
と
下
脚
の
開
き

方
に
行
快
作
品
と
し
て
の
特
色
が
表
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
既
述

の
よ
う
に
本
作
は
耳
の
上
部
に
別
材
の
髪
が
か
か
っ
て
お
り
【
図

5
】、
こ
の
部
分
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き

た
い
（
見
え
な
い
部
分
で
あ
る
た
め
、
も
と
も
と
彫
ら
れ
て
い
な

い
可
能
性
も
あ
る
）。
観
察
が
可
能
な
下
脚
以
下
、
耳
孔
周
辺
の

形
状
は
快
慶
・
行
快
作
品
の
い
ず
れ
に
も
近
い
形
式
を
示
し
て
お

り
、
こ
の
点
で
は
本
作
が
行
快
の
手
に
な
る
こ
と
を
示
す
傍
証
と

な
り
う
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。

行
快
な
い
し
長
快
・
栄
快
ら
快
慶
周
辺
仏
師
の
作
で
、
等
身
大

の
法
量
を
有
す
る
菩
薩
像
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ

の
意
味
で
本
作
は
無
銘
で
あ
る
が
行
快
の
新
出
作
例
で
あ
る
可
能

性
が
指
摘
で
き
る
と
同
時
に
、
行
快
作
例
に
お
け
る
宋
風
受
容
の

在
り
方
を
示
す
貴
重
な
作
例
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

ま
た
本
作
の
作
家
が
行
快
な
い
し
彼
に
近
い
仏
師
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
面
部
の
頬
か
ら
顎
の
張
に
か
け
て
が
膨
ら
み
が
な
だ
ら
か

な
点
、
両
目
の
吊
り
上
が
り
が
後
年
の
作
品
と
比
較
す
る
と
ゆ
る

や
か
な
事
な
ど
、
行
快
の
個
人
的
作
風
が
未
だ
十
分
に
表
出
し
て

い
な
い
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
本
作
の

作
家
が
行
快
で
あ
る
と
し
て
も
、
作
風
面
で
快
慶
の
影
響
が
未
だ

強
い
（
制
約
と
も
言
い
う
る
）
時
期
の
作
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
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れ
る
。

行
快
作
品
に
独
自
の
作
風
が
顕
著
と
な
り
は
じ
め
る
時
期
は
、

快
慶
の
没
年
と
考
え
ら
れ
る
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
を
一
つ
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
傾
向

に
注
目
す
る
と
、
全
体
の
作
風
が
快
慶
に
近
似
し
た
大
人
し
さ
の

範
疇
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
本
作
は
、
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
を

あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
時
期
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ

な
い
。
殊
に
頬
の
盛
り
上
が
り
が
ま
だ
さ
ほ
ど
強
く
な
く
、
眼
の

吊
り
方
も
目
立
つ
と
は
い
え
、
快
慶
没
後
、
次
第
に
顕
在
化
し
て

い
く
、
厳
し
い
ま
で
の
表
情
は
呈
し
て
い
な
い
。
本
作
か
ら
読
み

取
れ
る
こ
れ
ら
の
事
象
を
、
今
後
、
行
快
作
例
を
検
討
し
て
い
く

上
で
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
が
問
わ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

三　

服
制
の
特
色

本
作
で
は
服
制
に
も
顕
著
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
形
式
の
項

目
と
一
部
重
複
す
る
が
、
左
肩
よ
り
右
腰
部
へ
か
か
る
条
帛
が
、

一
般
的
な
長
布
を
巻
く
形
式
で
は
な
く
、
上
部
の
釣
鈎
具
に
よ
っ

て
垂
下
（
紐
部
は
表
さ
れ
な
い
）
す
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
【
図

12
】。
ま
た
条
帛
の
下
部
は
右
腰
に
か
か
る
と
と
も
に
、
腹
部
前

面
を
覆
う
。

こ
の
条
帛
の
形
式
に
関
し
て
は
日
本
の
各
時
代
の
菩
薩
像
の
服

制
と
し
て
異
例
と
い
う
べ
き
で
、
本
作
の
注
目
す
べ
き
特
色
と

な
っ
て
い
る
た
め
詳
細
は
後
述
す
る
。

下
半
身
の
両
脚
前
面
を
覆
う
腰
布
・
裳
と
、
裳
の
折
り
返
し
部

は
左
右
非
対
称
と
な
り
、
衣
文
構
成
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
立
像

は
直
立
し
て
い
な
い
形
式
、
す
な
わ
ち
片
足
の
左
右
い
ず
れ
か
が

動
い
て
い
る
（
揺
動
）
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
膝
を
曲
げ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
左
右
の
脚
部
の
衣
文
は
足
の
動
き
に

応
じ
る
こ
と
で
対
称
と
な
ら
ず
、
曲
げ
て
い
る
方
の
足
は
膝
下
に

幾
重
に
も
襞
が
重
な
り
、
そ
れ
と
反
対
に
腿
部
に
は
裳
が
密
着
す

る
た
め
に
襞
が
生
じ
な
い
、
と
い
っ
た
表
現
が
選
択
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
本
作
の
場
合
は
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
片
足
を
動
か
す

姿
勢
は
と
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
直
立
に
近
い
姿
で
あ
る
が
、
同

心
円
状
に
表
さ
れ
た
Ｕ
字
形
の
衣
文
を
、
左
右
の
脚
部
で
対
称
に

あ
ら
わ
さ
な
い
こ
と
で
、
控
え
目
な
が
ら
揺
動
を
暗
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
衣
文
の
処
理
は
、
快
慶
に
よ
る
建
仁
元

年
（
一
二
〇
一
）
の
兵
庫
・
浄
土
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
裳
に
も
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認
め
ら
れ
る
。

本
作
で
は
太
い
衣
文
の
存
在
に
も
よ
っ
て
、
下
半
身
を
覆
う
裳

が
脚
部
の
起
伏
を
写
実
的
に
浮
き
立
た
せ
る
こ
と
が
な
く
、
こ
れ

が
造
形
上
の
一
つ
の
弱
み
と
な
っ
て
い
る
。

行
快
の
作
例
で
は
、
こ
の
点
特
に
下
半
身
に
お
い
て
脚
部
の
起

伏
を
衣
服
が
丁
寧
に
写
し
取
っ
て
い
な
い
作
例
が
見
ら
れ
る
。
足

の
付
け
根
、
腿
の
膨
ら
み
に
関
し
て
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
、
い

さ
さ
か
平
板
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
（
浄
土
宗
像
な

ど
）。本

作
の
下
半
身
に
お
け
る
肉
身
の
存
在
感
の
希
薄
さ
と
、
行
快

作
例
の
下
半
身
に
お
け
る
造
形
的
な
彫
り
癖
に
は
共
通
し
た
感
覚

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
本
作
が
行
快
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示

唆
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

四　

図
像
の
検
討
―
宋
代
仏
画
と
の
関
連
―

前
項
で
検
討
し
た
服
制
の
特
色
は
、
鎌
倉
時
代
に
限
定
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
よ
り
広
く
一
般
的
な
日
本
の
菩
薩
像
に
お
い
て
異
例

な
形
式
を
示
し
て
い
る
。
殊
に
条
帛
を
釣
鈎
式
と
し
て
腹
部
が
覆

わ
れ
る
点
が
非
常
に
注
目
さ
れ
る
要
素
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
服

制
の
典
拠
と
し
て
は
、
外
的
要
因
の
介
在
が
勘
案
さ
れ
る
べ
き
可

能
性
の
ひ
と
つ
と
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
鎌
倉
時
代
の
彫
刻
作
例

に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
同
時
期
の
中
国
・
宋
代
の
仏
画
が
一

つ
の
候
補
と
し
て
想
定
さ
れ
る（

6
）。

北
宋
・
南
宋
の
仏
画
に
お
い
て
も
、
本
作
の
特
色
で
あ
る
釣
鈎

式
の
条
帛
が
広
く
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
注
目

す
べ
き
は
、室
町
時
代
に
将
軍
所
蔵
の
名
画（『
君
台
観
左
右
帳
記
』

に
記
載
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
、
南
宋
時
代
の
京
都
・
清
浄
華

院
本
阿
弥
陀
三
尊
像
中
の
観
音
菩
薩
像【
図
14
・
15
】で
あ
る（
以

下
、
こ
の
観
音
像
の
み
を
「
清
浄
華
院
本
」
と
略
称
す
る
）。

清
浄
華
院
本
は
、
両
手
で
茎
の
長
い
一
本
の
蓮
華
を
執
っ
て
い

る
。
こ
の
手
の
構
え
も
本
作
の
形
姿
と
酷
似
し
て
い
る
が
、
殊
に

注
目
す
べ
き
は
そ
の
条
帛
で
、
釣
鈎
式
に
よ
っ
て
左
肩
か
ら
垂
下

し
、
腹
部
全
体
を
覆
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

清
浄
華
院
本
の
脚
部
に
関
し
て
は
、
裾
に
お
い
て
宋
代
仏
画
に

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
泡
立
つ
よ
う
な
襞
の
処
理
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
の
点
は
本
作
と
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
清
浄
華
院

本
の
裾
が
や
や
ま
く
れ
て
足
首
が
一
部
の
ぞ
く
部
分
は
、
本
作
の
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右
足
先
の
衣
文
処
理
に
近
い
。
ま
た
宋
代
仏
画
の
裾
の
形
式
に
関

し
て
は
、
泡
立
つ
以
外
に
折
り
目
を
つ
け
て
垂
下
さ
せ
る
一
般
的

な
着
装
事
例
も
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
複
数
の
形
式
が
併
存
し
て
い

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

7
）。

殊
に
南
宋
仏
画
で
は
、
足
首
が
露
わ
に
な
る
高
さ
で
裾
が
終
わ

る
も
の
が
あ
り
、本
作
の
足
先
周
辺
の
裾
処
理
と
近
似
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
は
、本
作
が
清
浄
華
院
本
に
近
い
服
制
を
備
え
た
、

南
宋
時
代
の
図
像
を
直
接
な
い
し
間
接
的
に
参
考
と
し
て
い
る
可

能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

彫
刻
作
例
に
お
い
て
釣
鈎
式
に
条
帛
を
着
す
菩
薩
像
と
し
て

は
、「
楊
貴
妃
観
音
」
の
名
称
で
知
ら
れ
、
南
宋
か
ら
の
請
来
像

で
あ
る
京
都
・
泉
涌
寺
の
観
音
菩
薩
坐
像
に
も
認
め
ら
れ
る
。

従
っ
て
本
作
の
服
制
の
典
拠
と
し
て
は
、
一
三
世
紀
時
点
で
日
本

に
請
来
さ
れ
て
い
た
宋
代
の
彫
刻
、
な
い
し
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

制
作
さ
れ
た
、
宋
風
を
示
す
日
本
の
作
例
と
い
う
可
能
性
も
視
野

に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ひ
る
が
え
っ
て
快
慶
と
そ
の
周
辺
作
家
た
ち
の
作
例
で
宋
風
の

特
色
が
認
め
ら
れ
る
事
例
と
し
て
は
、
重
源
が
ひ
ら
い
た
播
磨
別

所
の
本
尊
と
し
て
、
宋
画
を
も
と
に
快
慶
が
手
掛
け
た
兵
庫
・
浄

土
寺
の
阿
弥
陀
三
尊
像
、
ま
た
五
台
山
文
殊
の
姿
と
し
て
造
立
さ

れ
た
奈
良
・
安
倍
文
殊
院
文
殊
五
尊
像
が
知
ら
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
快
慶
が
大
仏
師
と
な
っ
た
作
例
で
あ
り
、
行
快
が
こ
れ
ら
の

造
像
に
参
加
し
て
い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら

行
快
・
長
快
ら
の
作
例
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
顕
著
な
宋
風
を
示

す
作
例
は
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
せ
な
い
。
ま
た
快
慶
作
例
の
中
で
も

顕
著
な
宋
風
を
示
す
も
の
は
、
現
存
す
る
中
で
は
少
数
に
属
し
て

い
る
。
こ
の
意
味
か
ら
も
、
行
快
が
作
家
で
あ
る
可
能
性
を
想
定

で
き
、
か
つ
形
式
面
に
お
い
て
宋
代
仏
画
の
図
像
的
影
響
が
顕
著

な
作
例
が
見
い
だ
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

現
状
で
確
認
さ
れ
て
い
る
行
快
作
例
（
推
定
も
含
む
）
に
お
い

て
は
、快
慶
と
同
様
か
そ
れ
以
上
に
宗
風
受
容
の
形
跡
は
乏
し
く
、

そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
本
作
が
造
像
さ
れ
た
環
境
に
関
し

て
、
今
後
は
検
討
の
俎
上
に
乗
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
作
に
関
し
て
も
宋
風
の
影
響
を
取
り
入
れ
た
多
く
の

他
の
鎌
倉
彫
刻
作
例
と
同
様
に
、
図
像
か
ら
の
影
響
は
服
制
な
ど

の
形
式
面
に
お
い
て
顕
著
で
は
あ
る
が
、
面
立
ち
な
ど
彫
刻
と
し

て
の
作
風
面
で
は
ほ
と
ん
ど
影
響
が
及
ん
で
い
な
い
か
き
わ
め
て

限
定
的
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
行
快
と
考
え
ら
れ
る
仏
師
の
作
風
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 図 12

図 14　観音菩薩像　大本山清浄華院

 図 13　阿弥陀如来立像　浄土宗

図 15　図 14 の部分
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が
中
核
を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
を
整
理
し
、
今
後
の
展
望
を
提

示
し
て
終
わ
り
と
し
た
い
。

観
世
寺
観
音
菩
薩
立
像
は
、
そ
の
特
色
あ
る
服
制
・
長
い
爪
な

ど
の
特
色
か
ら
、
南
宋
仏
画
を
参
考
と
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
殊

に
鈎
釣
式
で
腹
部
を
お
お
う
形
式
の
条
帛
は
本
作
の
も
っ
と
も
顕

著
な
図
像
的
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
宋
由
来
な
が
ら
日
本
の
作
例

で
の
受
容
例
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
服
制
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。鐶

を
用
い
る
吊
り
袈
裟
に
関
し
て
は
、
宋
の
影
響
を
受
け
て
鎌

倉
時
代
に
新
た
に
流
行
し
だ
し
た
服
制
と
し
て
知
ら
れ
、
興
福
寺

北
円
堂
の
無
著
・
世
親
像
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
鎌
倉
彫
刻
に

も
一
部
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
服
制
が
採
用
さ
れ
た
意
義
に
関

し
て
は
、
熊
田
由
美
子
氏（

8
）が

重
源
の
周
辺
で
受
容
例
の
多
い
服

制
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
別
の
論
考
で
は
無
著
・
世

親
像
の
場
合
は
、
受
容
者
と
な
る
興
福
寺
の
僧
た
ち
が
、
自
分
た

ち
の
祖
師
の
姿
と
し
て
、
同
時
代
の
自
ら
が
親
近
性
を
抱
け
る
姿

を
求
め
た
た
め
に
採
用
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
作
は
鐶
式
で
は
な
い
が
、
熊
田
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、

鎌
倉
彫
刻
の
受
容
者
で
そ
の
服
制
の
決
定
権
を
持
ち
う
る
立
場
の

人
々
に
と
っ
て
、
菩
薩
な
ど
が
あ
ま
り
に
同
時
代
的
・
身
近
す
ぎ

る
形
姿
を
と
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
感
が
根
強
く
存
在
し
、
広
範

な
定
着
を
見
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能
性
を
提
示

で
き
よ
う
。

ま
た
こ
の
作
例
は
鎌
倉
時
代
前
半
の
作
で
あ
り
、
作
風
を
検
討

し
た
結
果
、
作
家
銘
が
未
確
認
で
は
あ
る
が
、
快
慶
の
有
力
な
弟

子
で
あ
っ
た
行
快
の
新
出
作
例
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
に

至
っ
た
。

現
状
で
行
快
作
品
な
い
し
そ
の
可
能
性
の
高
い
も
の
に
等
身
大

と
い
う
法
量
の
菩
薩
像
は
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ

行
快
作
品
で
宋
代
美
術
を
図
像
的
典
拠
に
想
定
可
能
な
作
例
も
稀

少
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
本
作
は
、
行
快
な

ら
び
に
彼
の
師
・
快
慶
の
一
派
の
作
風
展
開
を
検
討
す
る
上
で
、

注
目
す
べ
き
一
例
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
顕
著
な
宋
風
受
容
の
在
り
方
は
形
式
面
に
と
ど
ま
り
、
作
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風
自
体
は
他
の
行
快
作
品
と
ほ
と
ん
ど
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
参
考
と
さ
れ
た
宋
代
美
術
は
平
面

的
な
図
像
（
南
宋
仏
画
？
）
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
影
響
は
限
定
的

で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
作
に
関
す
る
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
他
の
行
快
作
例
と
の

比
較
を
通
し
て
、
よ
り
綿
密
な
制
作
時
期
の
推
定
を
進
め
る
べ
き

で
あ
り
、
か
つ
顕
著
な
宋
風
を
示
す
作
例
を
生
み
出
し
た
造
像
環

境
に
関
し
て
も
、
可
能
な
限
り
検
討
を
加
え
る
へ
き
で
あ
ろ
う
。

造
像
環
境
に
関
す
る
可
能
性

造
像
環
境
に
関
し
て
は
以
下
に
一
つ
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。
本
作
の
所
在
す
る
観
世
寺
は
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う

に
慶
政
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
法
華
山
寺
の
後
身
で
あ
る
と
伝
え

ら
れ
る
。
ま
た
慶
政
は
九
条
道
家
の
兄
と
さ
れ
て
い
る
。
道
家
は

承
久
の
乱
後
、
朝
廷
を
主
導
し
た
が
、
一
方
で
新
た
に
東
福
寺
を

創
建
し
て
い
る
。
開
山
と
し
て
招
か
れ
た
円
爾
は
、
入
宋
し
無
準

を
師
と
し
て
法
を
受
け
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
経
緯
に

よ
っ
て
東
福
寺
に
は
絵
画
・
彫
刻
作
品
で
宋
か
ら
の
請
来
品
な
い

し
そ
の
強
い
影
響
を
受
け
た
優
品
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
慶
政
は
天
台
僧
で
あ
っ
た
が
、
創
建
期
の
東
福
寺
は

天
台
・
真
言
・
禅
を
並
修
し
て
お
り
、
創
建
者
・
道
家
の
兄
で
あ

る
彼
が
、
こ
こ
で
新
来
の
宋
代
美
術
に
接
す
る
機
会
を
持
っ
た
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
東
福
寺
の
創
建
は
嘉
禎
元
年

（
一
二
三
五
）
で
あ
り
、
観
世
寺
像
の
作
家
と
し
て
想
定
さ
れ
る

行
快
の
活
動
期
と
し
て
は
、
快
慶
の
影
響
か
ら
距
離
を
お
き
、
独

自
な
作
風
展
開
が
顕
著
と
な
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
で
本
稿
で
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
観
世
寺
観
音
菩
薩
立
像

は
東
福
寺
創
建
よ
り
も
早
い
時
期
の
造
像
と
な
る
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
齟
齬
を
ど
の
様
に
理
解
す
る
か
が
、
本
作
を

め
ぐ
る
今
後
の
一
つ
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
仮
定
な

が
ら
行
快
作
例
と
し
て
異
例
と
い
う
べ
き
顕
著
な
宋
風
形
式
を
示

す
要
因
と
し
て
、
次
の
様
な
状
況
も
勘
案
さ
れ
る
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

す
な
わ
ち
本
作
が
法
華
山
寺
創
建
期
に
近
い
こ
ろ
に
そ
の
安
置

仏
と
し
て
造
像
さ
れ
、
創
建
期
東
福
寺
に
て
宋
代
美
術
の
触
発
を

受
け
た
慶
政
が
願
主
と
な
り
、
こ
の
た
め
、
そ
の
像
容
に
南
宋
仏

画
を
範
と
し
た
新
形
式
の
受
容
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
造
像
環
境

も
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
想
定
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
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【
補
注
】

（
1
）
猪
熊
本
『
比
良
山
古
人
霊
託
』
の
記
述
に
よ
る
。
慶
政
に
関
し
て
は
新

日
本
古
典
文
学
大
系
四
〇『
宝
物
集
・
閑
居
友
・
比
良
山
古
人
霊
託
』（
岩

波
書
店　

一
九
九
三
年
）
解
題
に
よ
る
。

（
2
）
三
宅
久
雄
「
仏
師
行
快
の
事
蹟
」（『
美
術
研
究
』
三
三
六　

一
九
八
六
年
）

拙
稿
「
城
陽
市
極
楽
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
に
つ
い
て
―
仏
師
行
快
と
快

慶
晩
年
の
事
績
―
」（『
密
教
図
像
』
二
二　

二
〇
〇
三
年
）

（
3
）
伊
東
史
朗
『
日
本
の
美
術
五
三
五　

京
都
の
鎌
倉
時
代
彫
刻
』（
ぎ
ょ
う

せ
い　

二
〇
一
〇
年
）

（
4
）
前
掲
（
2
）
三
宅
氏
論
考
参
照

（
5
）
寺
島
典
人
「
仏
像
の
耳
と
仏
師
」（『
日
本
美
術
全
集
七　

運
慶
・
快
慶

と
中
世
寺
院
』（
小
学
館　

二
〇
一
四
年
）
同
「
耳
の
造
形
に
見
る
仏
師

快
慶
・
行
快
工
房
：
耳
の
近
似
と
相
違
が
語
る
も
の
」（『
鹿
島
美
術
財

団
年
報
』三
二　

二
〇
一
四
年
）水
野
敬
三
郎「
快
慶
作
品
の
検
討
」（『
日

本
彫
刻
史
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版　
　

一
九
九
六
年
）

（
6
）
藤
田
穣
「
仏
像
と
本
様
」『
講
座
日
本
美
術
史
二
』（
東
大
出
版
会　

二
〇
〇
五
年
）

（
7
）
前
掲
（
6
）
藤
田
氏
論
考
参
照

（
8
）熊
田
由
美
子「
東
大
寺
南
大
門
仁
王
像
の
図
像
と
造
形
―
運
慶
と
宋
仏
画
」

（『
南
都
仏
教
』
五
五　

一
九
八
六
年
）「
興
福
寺
北
円
堂
再
興
造
像
論
」

（『
南
都
仏
教
』
八
五　

二
〇
〇
五
年
）

【
図
版
出
展
】

　

図
1
か
ら
12
ま
で
は
筆
者
撮
影
の
写
真
を
使
用
し
た
。
図
13
は
宗
教
法
人
浄

土
宗
よ
り
、
な
ら
び
に
図
14
・
15
は
大
本
山
清
浄
華
院
よ
り
図
版
を
ご
提
供
い

た
だ
い
た
。

　

拙
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
資
料
調
査
を
ご
依
頼
い
た
だ
き
ま
し
た
京
都
西
山

短
期
大
学
学
長
・
中
西
随
功
先
生
（
観
世
寺
御
住
職
）、
調
査
を
御
仲
介
い
た

だ
き
ま
し
た
田
中
夕
子
氏
（
法
蔵
館
）、
資
料
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
松
田
道
観
氏
（
大
本
山
清
浄
華
院
史
料
編
纂
室
）、
あ
わ
せ
て
参
考
図
版
の

使
用
を
御
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
宗
教
法
人
浄
土
宗
宗
務
庁
、
大
本
山
清
浄
華

院
に
末
尾
な
が
ら
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
百
萬
遍
知
恩
寺
嘱
託
研
究
員
）


